
あかね先生は、所沢にある先生の教室や幼稚園で、幼児から音大受
験生まで幅広い年齢層の生徒さんを指導されています。先生のレッ
スンを拝見していていつも感じることは、生徒さんとのコミュニ
ケーションを大事にされているということ !  生徒さんの性格や気持
ちをよく理解されていて、それぞれに響く言葉でお話されるから、
わかりやすいレッスンになっているのだと感じます。「指導に教科
書なんてない」という言葉が、先生の口癖です。（いも）

＊今月のセミナースケジュール＊
11/1（火）：[滋賀県／近江八幡] 
　　　　  滋賀県立男女共同参画センター
　　　　  『子どもが飽きないリズムのレッスン! 』

11/22（火）：[愛知県／名古屋] 第一楽器 植田店
                      『音符を読むコツ!! 』

こんにちは。獺（カワウソ）ってかわいいですよね。先日水族館で見ました。獺は捕まえた魚を川岸などに並べるらしいです。その様子がお供えしているように見えたこ
とから、獺祭（だっさい）なんていう言葉もあるくらいです。正岡子規は病床で本を並べて散らかしている自分の様を獺に例えて、自らを獺祭書屋主人と号しました。
でも獺は、本当に魚を並べるのでしょうか？ 見たことないし。どなたか、獺が魚を並べているところを目撃された方いらっしゃいませんか？（さ）
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あかね             先生

彼ら二人がいかに優秀、かつ研究熱心なピアノ教育者であったかは、『ソナチネ・アルバム』をひもとくことでよくわかると思います。
芸術の秋、ぜひこの機会に『ソナチネ・アルバム』と向き合ってみてください。  (か )

ピアノ・レッスンも、ブルクミュラー２５の練習曲の後半、〈貴婦人の乗馬〉にたどり着いたころ。次に見えてくるのは何でしょう…？　J.S.バッハ
の『インヴェンションとシンフォニア』、ショパンのワルツを試される方も？　でもやはり、多くの方は『ソナチネ・アルバム』を思い描かれるの
ではないでしょうか。

    日本のピアノ教育、特に中級レベルの教材として『ソナチネ・アルバム』は必須と言えるかもしれませ 
    んが、意外に詳しく知らなかった…、という（個人的な）反省をこめて、改めて紹介させていただきます。

『ソナチネ・アルバム』。ピアノ独奏用のソナチネ（＝小規模なソナタ）曲選集のなかでも、長年にわたって日本で使われているのは《ペータース
〔Peters〕版（独）》=ルイ・ケーラー（Louis Kohler, 1820-1886, 独）編̶アドルフ・ルートハルト(Adolf Ruthardt, 1849-1934, 独 )校訂、のものです。
初版の年代は不明ですが、ケーラーの没年から考えると、編纂されてから（少なくとも）一世紀 +四半世紀の年月を経ていることになります！ 日
本への導入経路もよくわかっていませんが、1935 年（昭和 10 年！) ころまでには、日本のピアノ教育に欠かせない教材としての地位を確立し、
各社版として普及したと考えられています。
構成は全 2 巻。クーラウ、クレメンティ、ベートーヴェン、ドゥセック、ハイドン、モーツァルト…といった古典派のソナチネを中心に、バロック
からロマン派のピアノ小品や他ジャンルの曲のアレンジなどを合わせ、各巻30曲ずつ収録しています。
この『ソナチネ・アルバム』という教本、ここまで受け入れられたのは、やはりその編纂の妙に尽きると言えるでしょう。教育的効果、楽曲として
の完成度…。「ソナタ形式」を学ぶために、また、中級レベルで必要な音楽的要素を学ぶために効果的な曲が厳選されている、と感じられませんか？
さらに、それを補助する小品集の存在意義も大きいですよね。これらの曲でイタズラ弾きをした経験、お持ちではないですか？ ここで、古典派
の形式ばかりでなく、さまざまな時代、さまざまなスタイルの音楽を体験することが、ピアノ・レッスンを豊かに彩り、音楽体験の幅を拡げ、そ
れは未来永劫、音楽生活の中で息づくものになると言えるのではないでしょうか。

    さて、話は変わって『ソナチネ・アルバム』完成に欠かせないこの二人。ケーラーは導入から初級のピア 
    ノ小品の作曲者としてお馴染みかと思いますが、各地の歌劇場の指揮者を経てピアノと理論の音楽学校 
    を興し、教育者・合唱指揮者・批評家として活躍したそうです。全ドイツ音楽家協会設立時の発起人の
一人でもあり、まさにピアノ教育界の名士！ オペラやバレエ音楽も残しましたし、ピアノ奏法に関する文献もあります。ペータース版のピアノ楽
譜編纂にも携わり『ソナタ・アルバム』もまた彼の業績のひとつです。
一方のルートハルト。音楽一家に育ち、ピアニスト・ピアノ教師・作曲家として活躍。各種のピアノ技巧用練習曲などのピアノ曲を残しています。
楽譜校訂の分野でも高名で、ケーラーのほかにもクランマーのピアノ教育作品の編集・改訂の実績があるそうです。

『Gakken大人の科学シリーズ』は、発売以来累計200万部（製品版、マガジン版の合計）を超
える大ヒット人気シリーズで、子どもから大人まで、多くの科学ファンを魅了してきました。中
でも、テルミンやシンセサイザー、ミニエレキなどの音モノは、プロのアーティストの間でも話
題となりました。
そして2011年10月、そんな音モノに限定した新シリーズが始動します！
その名も、「大人の科学 サウンドガジェット・シリーズ」。第1弾は、異例の大ヒットとなった別
冊「シンセサイザークロニクル」の〈SX-150〉の後継機種、アナログ・シンセサイザー〈SX－
150MARKⅡ〉。真っ赤なボディを纏い、性能も大幅にアップ、進化を遂げて製品版として帰って
きます！第1弾以降も、音モノに限定した驚きのガジェットが続々登場予定。ご期待ください！
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